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令和６年度設備設計一級建築士講習のご案内 
令和 6 年 5 月 

登録講習機関 公益財団法人建築技術教育普及センター 
登録年月日：平成 20年 11 月 28 日  登録番号：第 1 号 

受講申込みは、原則として、「インターネットによる受付」のみとなります。 
なお、インターネットによる受講申込みが行えない正当な理由がある場合(身体に障がいがありインターネットの利用が困難で
ある等)には、別途受付方法をご案内いたしますので、受付期間に間に合うよう、お手数ですが 6 月 21 日(金)までに公益財団
法人建築技術教育普及センター本部までお問合せ下さい。 
また、受講申込みに必要な書類等は、申込区分によって異なりますので、事前に確認し、受付期間に間に合うよう必ず準備の
うえ申込みをして下さい。 

1．受講申込区分(下記の 4 種類の申込区分から該当する区分で申込んで下さい。) 
(1) 申込区分Ⅰ(全科目受講) 

講習の全科目を受講する場合の区分で、｢一級建築士｣が対象となります。初めて受講される方又は過去に受講された方で、
科目免除対象者(下記(2)～(4))に該当しない方は、申込区分Ⅰで申込んで下さい。 

(2) 申込区分Ⅱ(法適合確認のみ受講) 
令和 4 年度又は令和 5 年度に実施された設備設計一級建築士講習の修了考査において｢設計製図｣に合格された方が、講義 
及び修了考査のうち、｢設計製図｣に対応する｢建築設備に関する科目｣の免除を希望する場合の区分です。 

(3) 申込区分Ⅲ(設計製図のみ受講) 
令和 4 年度又は令和 5 年度に実施された設備設計一級建築士講習の修了考査において｢法適合確認｣に合格された方が、 
講義及び修了考査のうち、｢法適合確認｣に対応する｢設備関係規定に関する科目｣の免除を希望する場合の区分です。 

(4) 申込区分Ⅳ(建築設備士資格者) 
｢一級建築士｣であり、かつ｢建築設備士｣の資格を有する方が、講義及び修了考査のうち、｢建築設備に関する科目｣の免除
を希望する場合の区分です。 

(注 1) 令和 4 年度又は令和 5年度に実施された設備設計一級建築士講習の修了考査において｢法適合確認｣に合格され、かつ、｢建築設備士｣の
資格を有する方は、全ての講義及び修了考査の免除を希望することができます。該当する方は、設備設計一級建築士講習問合せダイヤ
ル(電話 050-3033-3827)まであらかじめご連絡下さい。 

(注 2) 建築設備士資格取得による｢設計製図｣科目免除の特例措置について 
  申込区分Ⅰ又は申込区分Ⅲの方で、併せて令和 6 年建築設備士試験を受験し合格した方は、講義及び修了考査を受講した結果、｢設計

製図｣科目が不合格となっても令和 6 年度設備設計一級建築士講習を修了と判定することとします。ただし、受講申込時に令和 6 年  

建築設備士試験の受験票の写しを添付する必要があります。 

2．受講手数料(消費税を含む。他に、ネット受付事務手数料が必要です。) 
(1) 申込区分Ⅰ(全科目受講)      66,000 円(令和 4～5 年度に受講し、テキストをお持ちの方については 60,500 円) 
(2) 申込区分Ⅱ(法適合確認のみ受講)  44,000 円(令和 4～5 年度に受講し、テキストをお持ちの方については 38,500 円) 
(3) 申込区分Ⅲ(設計製図のみ受講)   55,000 円(令和 4～5 年度に受講し、テキストをお持ちの方については 49,500 円) 
(4) 申込区分Ⅳ(建築設備士資格者)   44,000 円(令和 4～5 年度に受講し、テキストをお持ちの方については 38,500 円) 

3．講習の構成 
(1) 講習は、テキストを使用した 3 日間の講義と 1 日の修了考査の構成により実施します。ただし、講義については、｢会場で

の受講方式｣に代えて｢配信動画の視聴による受講方式｣(オンデマンド配信による講義動画を 9 月 24 日(火)～10 月 15 日
(火)の配信期間内に視聴完了する受講方式)を選択できるものとします。ただし、修了考査については、受講方式にかかわ
らず必ず会場で受ける必要があります。 

(2) 会場での講習は、下記の日程及び内容で行われる予定です。(○は受講すべき科目) 

日  程 標準時間 内  容 
申込区分 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

講  義 

第 1日 
10：00～11：30 建築設備関係法令 ○ ○ 免除 ○ 
11：30～12：00 建築設備設計総論 ○ ○ 免除 ○ 
13：00～17：30 法適合確認 ○ ○ 免除 ○ 

第 2日 
10：00～12：30 給排水衛生設備の設計技術 ○ 免除 ○ 免除 
13：30～17：30 空調・換気設備の設計技術 ○ 免除 ○ 免除 

第 3日 

10：00～12：30 電気設備の設計技術 ○ 免除 ○ 免除 
13：30～14：00 電気設備の設計技術 ○ 免除 ○ 免除 
14：00～15：00 設計事例・工事監理 ○ 免除 ○ 免除 
15：00～17：30 輸送設備の設計技術 ○ 免除 ○ 免除 

修了考査 11月 17日(日) 
10：00～12：00 法適合確認 ○ ○ 免除 ○ 
13：15～17：15 設計製図 ○ 免除 ○ 免除 

(3) 講習日程表 

講習地 
講習 
ｺｰﾄﾞ 

講  義 修了考査 
受講方式 日程 会場 日程 会場 

札幌市 
ＡＡ 会場 10/9(水)～10/11(金) 大五ビル２階会議室 

11/17(日) かでる２・７ 
ＡＢ 配信動画 9/24(火)～10/15(火) オンライン 

仙台市 
ＢＡ 会場 9/25(水)～9/27(金) 宮城県建設産業会館 

11/17(日) 
東京エレクトロンホール
宮城 ＢＢ 配信動画 9/24(火)～10/15(火) オンライン 

東京都 
ＣＡ 会場 10/1(火)～10/3(木) ＫＦＣＲｏｏｍｓ 

11/17(日) 
中央工学校 
３号館・１７号館 ＣＢ 配信動画 9/24(火)～10/15(火) オンライン 

名古屋市 
ＤＡ 会場 10/9(水)～10/11(金) 昭和ビル９階会議室 

11/17(日) 
名城大学 天白キャンパ
ス 共通講義棟東 ＤＢ 配信動画 9/24(火)～10/15(火) オンライン 

大阪府 
ＥＡ 会場 10/9(水)～10/11(金) ＯＭＭ２階会議室 

11/17(日) 新梅田研修センター 
ＥＢ 配信動画 9/24(火)～10/15(火) オンライン 

広島市 
ＦＡ 会場 9/25(水)～9/27(金) 広島工業大学広島校舎 

11/17(日) 広島県情報プラザ 
ＦＢ 配信動画 9/24(火)～10/15(火) オンライン 

福岡市 
ＧＡ 会場 10/7(月)～10/9(水) 東福第２ビル５階会議室 

11/17(日) パピヨン２４ 
ＧＢ 配信動画 9/24(火)～10/15(火) オンライン 
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4．修了考査 
(1) 修了考査は、令和 6 年 11月 17 日(日)全国一斉に実施します。 
(2) 修了考査は、次の表の考査区分、出題形式等により行います。(設備設計一級建築士講習テキスト 2022 年版参照可) 

考査区分 出題形式 出題科目 出題内容 

法適合確認 記 述 式 
設備関係規定に関する科目 
(空調・換気設備、給排水衛生設
備、電気設備、輸送設備) 

・空調・換気設備(必須)：5問 ・電気設備(必須)：5 問 
・給排水衛生設備(必須)：5問 ・輸送設備(必須)：5 問 

設計製図 
記 述 式 
及び製図 

建築設備に関する科目 
(設備計画、設備設計) 

・設備計画(必須)：10 問  ・設備設計(選択※)：各 3 問 
※空調・換気設備、給排水衛生設備、電気設備の 3 分野から 
一つを選択 

5．修了発表 
修了考査の結果等の通知  令和 7 年 1 月 31 日(金)(予定) 
修了考査の結果は、合否にかかわらず通知します。修了者については、｢設備設計一級建築士講習修了証｣の発行をもって
修了考査の結果等の通知に代えることとします。なお、未修了者については、その旨を記載した通知書(以下｢未修了通知
書｣という。)を送付します。また、修了者の受講番号をセンターホームページ(https://www.jaeic.or.jp/)に掲載します。 

6．受講資格 
｢一級建築士｣として 5 年以上設備設計の業務に従事した方が対象となります。ただし、｢建築設備士｣の資格を有し、設備
設計等に関する業務(建築設備の設計又は工事監理に関し、建築士に意見を述べる業務)を行っている場合は、一級建築士
登録以前であっても、当該業務の期間を含めることができます。 
詳細は、センターのホームページ(https://www.jaeic.or.jp/)で確認して下さい。 

7．受講申込受付 
(1) 受付期間：令和 6 年 6 月 10 日(月)午前 10 時～6月 28日(金)午後 4 時 
(2) 申込方法 

受付期間に設備設計一級建築士講習の申込サイトで必要な情報(業務経歴書・業務経歴証明書を含む。)を入力し、顔写真
及び受講申込みに必要な書類(下記 8 参照)の電子ファイル(顔写真については JPG 又は JPEG 形式(5Mb 以内)、その他の 
書類については JPG、JPEG 又は PDF 形式(5Mb 以内))を取り込んで所定の場所に添付し、センターの指定するクレジットカ
ード、コンビニエンスストア又はペイジー(Pay-easy)のうちいずれかの決済により受講手数料を納付して下さい。詳細は、
センターのホームページ(https://www.jaeic.or.jp/)で確認して下さい。 

8．受講申込みに必要な書類 
(1) 必ず全員が準備するもの 
  無帽・無背景・正面で撮影された顔写真 
(2) 初めて受講される方が準備するもの 
①申込区分Ⅰ(全科目受講)及び申込区分Ⅳ(建築設備士資格者)共通 
イ．一級建築士免許証又は一級建築士免許証明書 
ロ．業務経歴書・業務経歴証明書(申込受付画面上に入力フォームがあります。) 

業務経歴証明書は、正当な理由がない限り、下記に該当する第三者の証明が必要となります。 
・本人が建築士事務所に所属している場合は、当該建築士事務所の管理建築士 
・本人が管理建築士である場合は、原則として事務所内の他の建築士 
・個人事務所の場合や当時の管理建築士が死亡等の場合で、これらの証明ができない場合は、事務所外の他の建築士 
 (同業者、取引先、知人でも可。) 

②申込区分Ⅳ(建築設備士資格者)のみ 
建築設備士試験合格証書※又は建築設備士登録証 
※ 建築設備士試験合格証書を紛失された場合は、建築設備士試験合格証明書をセンターにて発行します。発行申請の手

続き方法については、設備設計一級建築士講習問合せダイヤル(電話 050-3033-3827)までお問合せ下さい。 
(3) 過去に受講された方が準備するもの 
 ①全申込区分共通 
  イ．令和 4 年度又は令和 5 年度に受講された方：令和 4 年度又は令和 5 年度の受講票又は未修了通知書 
  ロ．令和 3 年度以前に受講された方：令和 3 年度以前の受講票又は未修了通知書 

※ 過去の受講票等を紛失された方は、設備設計一級建築士講習問合せダイヤル(電話 050-3033-3827)までお問合せ下さい。 
 ②前回受講後に建築設備士の資格を取得され、申込区分Ⅳで申請される方のみ 

建築設備士合格証書又は建築設備士登録証 
(4) 令和 6 年建築設備士試験の受験票(該当者のみ) 

申込区分Ⅰ又は申込区分Ⅲの方で、建築設備士資格取得による｢設計製図｣科目免除の特例措置(1 頁参照)を希望される方
は、令和 6 年建築設備士試験の受験票の写しを添付して下さい。 

9．受講票の発行 
受講票は 9 月 9 日(月)頃からマイページ※においてダウンロードができます。受講票は必ず印刷をしたうえで講習会場に持
参して下さい。 
※ マイページとは、インターネットによる受付において受講申込手続き完了後から利用できる受講者専用のページです。 

受講申込みに関する問合せ先 
本部・支部名 所    在    地 電  話 

本 部 
関 東 支 部 

〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町３－６ 紀尾井町パークビル 
050(3033)3827 
問合せダイヤル 

北 海 道 支 部 
東 北 支 部 
東海北陸支部 
近 畿 支 部 
中国四国支部 
九 州 支 部 

〒060-0062 札幌市中央区大通西５－１１ 大五ビル 
〒980-0824 仙台市青葉区支倉町２－４８ 宮城県建設産業会館 
〒460-0008 名古屋市中区栄４－３－２６ 昭和ビル 
〒540-6591 大阪市中央区大手前１－７－３１ ＯＭＭ 
〒730-0051 広島市中区大手町２－１１－１５ 新大手町ビル 
〒812-0013 福岡市博多区博多駅東２－８－１０ ＴＯＦＵＫＵ３ 

011(221)3150 
022(223)3245 
052(261)6816 
06(6942)2214 
082(245)8055 
092(471)6310 

インターネットホームページで、制度案内、受講に関する情報を提供しています。(https://www.jaeic.or.jp/) 
 


